
スマートシティカレンダー
（カレンダー型地域情報共有プラットフォーム）

株式会社ジョルテ

報告書様式

令和4年度尾道市実証実験サポート事業



１ 会社概要
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会社名：株式会社ジョルテ

所在地：本社：東京都千代田区九段北1-12-3井門九段北ビル4F

岡山：岡山県岡山市南区新保1186番6号

代表者：代表取締役 下花剛一

担当部署：プラットフォーム推進室

担当者名：下花剛一

電話番号：03-6804-6988

FAX番号：03-6804-6999

メールアドレス：koichi@jorte.co.jp



２ 会社事業概要
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無料 一部アプリ内課金あり

アプリダウンロード
http://jorte.com/dl/
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日本
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ダウンロード実績

こだわり

性別・年齢を問わずに幅広く、世界で利用されています。

本物の手帳の雰囲気 見た目の良さ 使いやすさ

カレンダー＆手帳アプリ



３ 提案事業のコンセプトと概要
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■ コンセプト

実用的な地域DXプラットフォームの実現

「地域・人・サービスの新しいつながりを作りだす」

■ 概要

地域コミュニティの情報共有や、観光客向けの情報配信をデジタル化し、生
活の中でのカレンダーに集約することで、情報を届ける仕組みを提供する。

カレンダーを活用して人の行動軸で情報を共有することで、新たな行動を生
み出すとともに、地域・人・サービスの新しい「つながり」を作り出す。



本事業での実施内容

① 地域のイベント情報のデータ化
② イベント検索サイトの提供

「知らないから行かない」 → 「知る」＋「新たな行動」を作る。

４ 事業の詳細
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イベント情報
のデータ化

検索サイトで表示 行動を作り出す



実施内容の詳細

① 地域のイベント情報のデータ化

情報ソース

・おのなび（観光協会ホームページ）
・広報おのみち（尾道市ホームページ）
・おのはぐ（尾道市ホームページ）
・商店街ホームページ
・その他、イベント情報（おのみちシェア様協力依頼）

データ化の方法「手作業による登録」※ 将来的に自動化

② イベント検索サイトの提供

地域のイベント検索サイト「マチカレ」の作成、実証サービス提供

6



地域のイベント検索サイト「マチカレ」 地域のイベントカレンダー
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観光・お出かけ
住民向け

カテゴリで
検索

地域のイベント検索サイト「マチカレ」 カテゴリでの絞り込み
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地域のイベント検索サイト「マチカレ」 期間での絞り込み

日、週、月で
絞り込み
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広報誌による告知
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５ 事業の結果
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提案時に設定した目標と達成状況

目標１：カレンダー型の情報共有サービスを地域コミュニティに適用する場合
の課題や最適な表示方法、共有方法、情報の収集方法を見つけ出す

収集したイベント情報の効率的な表示方法は作り出せた。

課題としては、利用者が使い始める導線と、効率的に情報を収集する手段が作
り出せていないことがある。

目標２：継続的な利用が見込まれるコミュニティや施設 ３箇所

今回はイベント情報を集めてサイト表示するところまでの実施となり、継続的
な利用やコミュニティ連携までは実施できていない。

目標３：実証実験によるユーザ調査で、継続的な利用意思ユーザの割合３０％

今回はイベント情報を集めて実証実験として表示するところまでの実施となり、
ユーザ調査までは実施できていない。



５ 事業の結果
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課題と解決方法の検討

課題：小さなイベントも含めより多くのイベント情報を集めるのが難しい。
（今回収集対象としたホームページに掲載していない情報）

今回は、尾道市、観光協会、商店街が集約する情報を主として収集した。それ
だけではイベントが少なく、おのみちシェアに情報収集の協力を依頼した。
SNSからの自動収集や誰でも情報を発信できる仕組みなどを検討。

課題：一般の人が利用を開始する導線がない

現時点では実証期間ということもあり、広報誌以外での告知をしていない。

ジョルテアプリやSNS、各種施設での告知も含め検討していく。

課題：継続的に利用する価値やモチベーションが作り出せていない

定期的にこの検索サイトを見たいと思えるような価値が足りない。サイトを見
に来るというのではなく、プッシュ通知のような形で知らせる方法を検討。



５ 事業の結果
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今後の展開

イベント情報の収集・データ化の自動化

手作業で実施しているデータ登録を自動化する。自動化のためのシステムを開
発する。※ システム開発における大きな課題はない

収集データを増やす

今回収集したようなそれぞれのホームページにまとまっている大きめのイベン
ト情報だけでなく、「天然酵母のパンを今週金曜日に焼きます」といったもっ
と細かい情報を収集していきたい。※ 収集方法は検討が必要

継続利用が見込める程度にデータが集まった段階でサービス告知

データの準備ができた段階でのプロモーションなどの告知を検討。

google 等の検索サービスからも流入できるような仕組みに改修し、具体的に
効果のある利用者導線を増やしていく。


